
・
市川 佳典 ・ 新川 聖平
森 俊彰 ・

委員長方針

1.

(1)
(2)
(3) 短期ビジョン該当項目:主体者の育成と住民の積極的な社会参画に向けた取り組み

2.

(1)
(2)
(3) 正会員及び賛助会員の募集の窓口
(4) 会員拡大会議の実施(1月)
(5) 異業種交流会の開催(4月)
(6) 新入会員候補者のオブザーブ参加(2月～6月)
(7) ホームページへの会員募集の掲載
(8) 種別・その他の事業

3.

(1)
(2)
(3) 新入会員予定者オリエンテーション開催(7月)
(4) 新入会員予定者の参加対象事業への参加推進及び指導(8月～12月)
(5) 賛助会員予定者の指導(随時)
(6) 新入会員予定者及び賛助会員予定者の最終適正審査(12月)
(7) 新年互礼会に向けた指導
(8) 種別・その他の事業

新入会員予定者の資格審査(7月)

予   算 ＜支出の部＞ ＜収入の部＞

事 業 名 新入会員予定者及び賛助会員予定者の指導及び資格審査

目   的 大垣青年会議所の理念に共感して頂き、現会員と共に活動・運動に参加する中で、入会意
欲を高め、能動的に活動できる人財となるよう指導し、適正を審査する。

予定と方法 7月～12月

合計 合計

予定と方法
賛助会員の募集(1月～12月)

135,000

＜支出の部＞
一般会計

135,000

正会員の募集(1月～7月)

135,000事業費
予   算 ＜収入の部＞

135,000

大垣青年会議所の理念に共感してくれる同志を多く募る。

多くの同志を募り、西美濃地域の活性化に寄与し参加者の自己成長の場とする。

　2021年度、大垣青年会議所の在籍会員の平均年齢は36歳になります。現状のままでは会員数の減少に歯止めがか
からず、会の縮小に伴う運動の衰退が懸念されます。歴代の先輩諸兄が築かれた伝統や想いを後世に繋げていくた
め、同志を多く募ることが急務となっています。また、組織の永続的な活性化のため会の若返りをはかり、35歳以下の同
志をより多く募る必要があります。
　しかし、漠然と勧誘していては意味がありません。大垣青年会議所活動や理念に共感して頂き、自らの意思で西美濃
地域の発展や自己の成長を探求し、活動及び運動に励んで頂けるよう導いていく必要があります。
　共に大垣青年会議所運動に邁進してくれる多くの同志を募るため、委員会メンバーが定期的にフォローし、全会員が
大垣青年会議所の会員としての熱意・誇りを持って拡大運動に取り組んでいきます。

6月

一般会計

事 業 名

目   的

種別・公益事業(公1)

目   的

＜事業計画及び予算＞

6月度例会の企画・運営

600,000
＜収入の部＞

600,000

正会員及び賛助会員の募集

合計

［様式①］

林田 丈祐 水森 等紀

組織拡大委員会 年間事業計画

林 卓信

委員

室
委員会

組織連携室
組織拡大委員会

委員長
副委員長 　多くの同志を募るため、青年会議所の活動及び

運動に触れる機会や会員と交流する場を多く提供
し、全会員で会員拡大を行う。

事 業 名

＜支出の部＞予   算

600,000合計 600,000
事業費

予定と方法

基本方針

水谷 仁哉



4.

(1)

5.

(1)

事 業 名 各委員会との連携

予定と方法 その他

事 業 名 SDGsの推進

予定と方法 その他

合計 20,000 合計 20,000
事業費 20,000 一般会計 20,000



・
・

委員長方針

1.

(1)
(2)
(3) 短期ビジョン項目:主体者の育成と住民の積極的な社会参画に向けた取り組み

2.

新入会員による交流会に参加・協力することで、会員同士の絆を深める。

(1)
(2) 新入会員による交流会への参加・協力

3. 新入会員の指導

企業・地域社会に役立つ人財となるよう指導を行う。

(1) 1月～6月
(2) 新入会員研修の実施（4回）
(3) 理事会へのオブザーブ出席
(4) 3分間スピーチの実施
(5) 岐阜ブロックアカデミー2021への参加
(6) 種別・その他の事業

4.

(1) 5月～12月
(2) 議案作成及び議案上程セミナーの実施
(3) 模擬正副理事長会議、模擬常任理事会、模擬理事会の実施
(4) 事業実施準備及び事業報告の指導

5. SDGsの推進

(1) その他

事 業 名 新入会員による交流会の企画・運営に対する指導

事 業 名 11月度例会の運営

目   的

予定と方法 11月

合計 115,000 合計 115,000

事 業 名

目   的

予定と方法

予   算

目   的 青年会議所での学びを活かし、新入会員全員で事業を企画・運営することで次世代の大垣青年会
議所を担う人財となるべく指導を行う。

予定と方法

事 業 名

予定と方法

115,000 一般会計 115,000

事業費 300,000 一般会計 300,000
合計 300,000 合計 300,000

＜支出の部＞ ＜収入の部＞
事業費

予   算 ＜支出の部＞ ＜収入の部＞

事 業 名 4月度例会の企画・運営

目   的 現在の地域の課題を知り、過去と比較し検証することで、地域の課題に立ち向かうことができる人財
を育成する。

予定と方法 4月
種別・公益事業(公3)

・髙山 悠一 恒本 浩志

 在籍年数が3年未満の会員が半数を占める大垣青年会議所において、先輩諸兄から受け継いだ歴史ある伝統を継承
するためには、今一度、大垣青年会議所の根幹を学び、礼儀、品格、社会常識等、会員の資質を高めることが必要で
す。会員が日々修練し、個の成長を高めることで組織力向上へと繋がり、地域の社会課題に立ち向かう唯一無二の青年
団体となります。新型コロナウイルスの影響により会員同士の距離が離れ、組織力の衰退が懸念される中、会員同士が
手を携え切磋琢磨し、若い世代と共に地域の課題と向き合い、立ち向かうことで自己の成長と組織力の向上に繋がり、
企業や地域社会の発展を牽引することのできる人財を育成することができます。そして大垣青年会議所がより良い活動
や運動を続けることで西美濃地域の明るい未来を創造することができます。

＜事業計画及び予算＞

委員長 嶋 崇志
副委員長 門田 寛之 　青年会議所の三信条を学び、自己成長に繋げ地

域社会の発展を牽引できる人財を育成し、未来を
創造するための契機とする。

委員 ・北村 光 澤頭 典男

組織力向上委員会 年間事業計画

室 組織連携室
基本方針

委員会 組織力向上委員会



6. 各委員会との連携

(1) その他予定と方法

事 業 名



・ 溝辺 光将
・
・
・

委員長方針

1.

(1)
(2)
(3) 短期ビジョン該当項目：主体者の育成と住民の積極的な社会参画に向けた取り組み

2.

(1)
(2) ツール・ド・西美濃2021への参加・協力

3.

(1)
(2) ツール・ド・西美濃実行委員会及び本部会への参画
(3) ツール・ド・西美濃2021開催準備への参加・協力

4． SDGsの推進

(1)

5.

(1)

事　業　名 西美濃の多彩な情報発信による地域活性化に向けた事業

目　　　的 官民一体による西美濃地域の活性化に寄与する。

予定と方法 ツール・ド・西美濃実行委員会との連携

各委員会との連携

予定と方法 その他

事　業　名

予定と方法 その他

事　業　名

事　業　名 9月度例会の運営

　今、新型コロナウイルス感染症の蔓延が世界中に大きな影響を及ぼし、これまでの日常や常識が大きく変わりつつありま
す。この感染症は、未だ収束が見えず未来の予測が困難な状況が続いており、それは西美濃地域も例外ではありませ
ん。
　このような状況下では、未来を切り拓いていける主体的な人財の育成がより重要と考えます。また、既存コミュニティの活
性化はもちろん、行政の枠を越えた連携を推進することで、一人では解決できない社会課題に地域全体で立ち向かうこと
ができる持続可能なまちづくりに寄与すると考えます。
　西美濃みらい創造委員会では、未来を創造する主体的な人財の育成と西美濃地域の連携を推進する事業を展開する
ことで、社会課題を解決して明るい未来を創造できる、持続可能な西美濃地域の実現を目指します。

＜事業計画及び予算＞

事　業　名 5月度例会の企画・運営

予定と方法 5月
種別・公益事業(公2）

1,600,000

予定と方法 9月

広域連携事業に参加・協力し、西美濃地域の連携を推進する。

主体的な人財を育成し、西美濃地域の明るい未来の創造に寄与する。

予　　　算 ＜支出の部＞ ＜収入の部＞
事業費 1,600,000 一般会計 1,600,000
合計 1,600,000 合計

目　　　的

目　　　的

［様式①］

西美濃みらい創造委員会 年間事業計画

室 西美濃連携室
基本方針

委員会 西美濃みらい創造委員会

川瀬 英三朗 水谷 孔輔

委員長
副委員長 野村 昌史

髙橋 正泰
　未来を創造する主体的な人財の育成と共に、西美
濃地域の連携を推進し、持続可能な西美濃地域の
実現を目指す。

委員 伊藤 裕一朗 飼沼 優作

川口 将輝 吉田 湧基



・
・

委員長方針

1.

(1)
(2)

2.

(1)
(2)

3.

(1)
(2)

4.

(1)
(2)

5.

(1)
(2)
(3)
(4)

6.

第37回水門川万灯流しへの参加・協力

事 業 名 8月度中間例会の運営

目   的 西美濃地域関係各諸団体と共に参加・協力することで、会員が郷土愛を醸成する機会とする。

予定と方法 8月

第48回十万石ふるさとまつりへの参加・協力

事 業 名 SDGsの推進

目   的 西美濃地域関係各諸団体の事業の窓口となり、会員に参加を促し積極的に協力する。

事 業 名 西美濃地域関係各諸団体との窓口及び協力 

予定と方法 西美濃地域関係各諸団体の各種事業の発信及び参加依頼

事 業 名 10月度例会の運営

目   的

予定と方法 10月

西美濃地域関係各諸団体と共に参加・協力することで、地域を盛り上げる。

合計 30,000 合計 30,000

種別・その他の事業

予   算 ＜支出の部＞ ＜収入の部＞
事業費 30,000 一般会計 30,000

一般会計 30,000

目   的 70周年記念事業と記念式典の方向性を次年度へ繋げる。

予定と方法 7月

合計 30,000 合計 30,000

事 業 名 7月度例会の企画・運営

杉江 拓弥

事 業 名 3月度例会の企画・運営

種別・その他の事業

委員長 春山 大樹
副委員長 鈴木 基晋

予定と方法 3月

　2022年度に70周年を迎える歴史ある大垣青年会議所の創始の精神と伝統を改めて学び、歴史を積み重ねて今日ま
で繋いで頂いた先達や支えて頂いた地域の方々に感謝し、時代に即した大垣青年会議所の未来を築いていくために
70周年記念事業と記念式典の方向性を定め、今年度できることを全力で準備していきます。
　また加盟団体の減少により、存続が危ぶまれる大垣市青年のつどい協議会の事業に西美濃地域関係各諸団体と協
働し、加盟団体がひとつになれるように熱意を持って行動することで、郷土愛を持って西美濃地域の明るい未来を創造
することに繋がると考えます。

＜事業計画及び予算＞

　大垣青年会議所の70周年を迎える準備をすると
共に、西美濃地域関係各諸団体と協働すること
で、地域の発展に寄与する。

委員 太田 佳祐

［様式①］

70周年準備委員会 年間事業計画

室 西美濃連携室
基本方針

委員会 70周年準備委員会

西美濃地域関係各諸団体との協働
西美濃地域関係各諸団体への出向者の支援
西美濃地域関係各諸団体に対する大垣青年会議所事業への参加依頼

髙田 晃裕 西本 匡良
太田 克洋

目   的 過去を振り返り、歴史と伝統を学ぶことで70周年記念事業と記念式典に向けて意識を高める。

予   算 ＜支出の部＞ ＜収入の部＞
事業費 30,000



(1)

7.

(1)

予定と方法 その他

予定と方法 その他

事 業 名 各委員会との連携



・
・

委員長方針

1.

(1)
(2)

2.

(1)
(2)

3.

(1)
(2)
(3)
(4)

［様式①］

渉外委員会 年間事業計画

室 総務室
基本方針

委員会 渉外委員会

長野 匠吾 平野 敬司
委員 遠藤 功博 片岡 宗生

種別・その他の事業

合計 100,000 合計 100,000

目   的

委員長 伊藤 友輔
副委員長 長澤 愛樹

　事業を通して受け手の視野を広げ、学びや交流の機会を周知することに全力を注ぎます。
　出向者を応援し、会員に日本青年会議所・東海地区協議会・岐阜ブロック協議会が執り行う事業の魅力や規模、同志
の姿を見て頂くことで視野を広げます。また、時代に即した方法で大垣青年会議所の魅力を発信することで、事業参加
やSNS･ホームページ閲覧数の向上に繋げます。更に、花蓮國際青年商會に対して敬意を持って応接し、交流を通じて
相互の理解を深め、永続的な友情を育みます。
　会員と組織の成長をはかり、情報の受け手の理解や共感を得ることで、地域に更に必要とされる団体を目指します。

＜事業計画及び予算＞

予定と方法 2月

目   的

事 業 名 2月度例会の企画・運営

中島 寿起

創始の精神を感じると共に視野を広げ、時代に即した思考を持つ人財となる契機とする。

　事業を通して情報を発信し、学びや交流の機会
を周知することで、会員と組織の成長をはかり、地
域に更に必要とされる団体を目指す。

予   算 ＜支出の部＞

事　業　名 広報管理に関する事業

目　　　的 JC運動や活動を的確に発信し、受け手の更なる理解・共感を得ることで、事業への参加や閲
覧の向上をはかる。

予定と方法
Web媒体、SNSを利用した情報の発信
機関誌の発行
種別・その他の事業

＜収入の部＞
事業費 一般会計100,000 100,000

事 業 名 8月度例会の運営

岐阜ブロック協議会の活動報告や今後の方向性を理解すると共に、事業規模や出向者の姿
を見ることで、会員の視野を広げる。

第62回岐阜ブロック大会2021への参加・協力
8月予定と方法

予　　　算

ホームページの管理と運営

＜支出の部＞ ＜収入の部＞
事業費 95,000 一般会計 95,000
合計 95,000 合計 95,000



4.

(1)
(2)
(3) JCI ASPAC（6月） 台湾
(4) JCI日本 サマーコンファレンス(7月)  横浜
(5) 東海DC 東海フォーラム(7月)　
(6)
(7) JCI日本 全国大会(9月） 宇都宮　
(8) JCI JCI世界会議(11月) 南アフリカ　
(9) 岐阜BC 第59回岐阜ブロック野球大会
(10) 岐阜BC 第55回岐阜ブロックじゃがいも大会
(11) 岐阜BC 第25回岐阜ブロックサッカー大会
(12)

5.

(1)
(2)

6.

(1)
(2)

7.

(1)

8.

(1)

9.

(1)

JCI各務原との交流事業

事　業　名

JCI日本 京都会議（1月)  京都

事　業　名

事　業　名 趣味の会の窓口

事　業　名 SDGｓの推進

JCI、JCI日本及び対外事業の窓口及び参加推進

目　　　的

予定と方法 花蓮國際青年商會との交流の窓口
報告書の作成

花蓮國際青年商會との交流に関する事業

目　　　的 花蓮國際青年商會との国際交流を通じ、相互理解を深めることで友情を育み、永続的交流
を次代へ継承する。

事　業　名

他LOMとの交流を行うことで、永続的な友好関係を紡ぐとともに、相互理解を深めることで新
たな気付きを得る機会とする。

予定と方法 JCI鹿児島との防災協定締結（1月）京都

他LOMとの交流

目　　　的

岐阜BC 第62回岐阜ブロック大会2021(8月) 高山  

対外窓口として出向者と連携し、支援をすることで、JCI・日本青年会議所の事業の趣旨を会
員に明確に伝え、参加を促進する。

予定と方法
岐阜BC 岐阜会議(2月)  高山

その他

予定と方法 その他

目　　　的

予定と方法 趣味の会の募集・登録窓口

趣味の会の参加を促進することにより、趣味を通じて会員同士の友情を深め、青年会議所活
動の活力とする。

その他

事　業　名 各委員会との連携

予定と方法
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予定と方法 理事会の準備及び設営
議事録の作成
理事会資料の配信及び厳格な資料の確認
マニュアルに基づく議案上程の周知

一般会計 110,000

議事録の作成

事　業　名 理事会運営に関する事業

目　　　的 各委員会との連絡を密に行い、正確かつ円滑な理事会の運営を行うことで、会員の成長の
一助とする。

事　業　名 通常総会及び臨時総会の設営・運営

目　　　的 正確かつ円滑な総会の運営を行う。

予定と方法 通常総会(1月)及び臨時総会の設営・運営

事業費 200,000 一般会計 200,000
合計 200,000 合計 200,000

予定と方法 1月

目　　　的 2021年度の決意と方向性を発信し、大垣青年会議所の理念と目的を再確認することで、活
動や運動への意欲を高揚させる場とする。

事　業　名 12月度例会の企画・運営

＜支出の部＞ ＜収入の部＞予　　　算

［様式①］

森 大地 栁瀬 芳仁

総務委員会 年間事業計画

井尾 泰隆

委員

室
委員会

総務室
総務委員会

柘植 千咲

委員長
副委員長 　会員がJAYCEEとしての責任を持ち、大垣青年会

議所の理念と目的に沿った活動や運動ができるよ
う、時代に即した円滑な組織運営を行う。

大杉 徹

星野 恵里 山田 邦晶

基本方針

目　　　的 卒業生の長年の功績を讃え感謝を伝えると共に、卒業生から想いを伝えて頂くことで、1年間
の締め括りとして大垣青年会議所の伝統と精神を受け継ぐ場とする。

合計 110,000

日比野 豪中村 紘平

＜事業計画及び予算＞

事　業　名 1月度例会の企画・運営

　大垣青年会議所は、1952年の設立以来多くの先達の伝統と精神が脈々と受け継がれ、明るい豊かな社会の実現を
目指して歩み続けています。私たちは、JAYCEEとして自覚と責任、そして大垣青年会議所の理念と目的を忘れてはな
りません。一方で、近年の会員数減少に加え、新型コロナウイルス感染症の流行という世界的危機の発生により、組織
運営は新たな局面を迎えています。大垣青年会議所が今後も成長し、存続し続ける組織であるために、私たちはこれま
での伝統を土台としつつ、今現在、そしてこれからを見据えた発想を持って活動や運動をしなければなりません。
　会員一人ひとりが、今できることに全力で取り組み、個々の力を発揮し、結集させることで、活力ある組織となれるよう、
時代に即した円滑な組織運営を行っていきます。

新年互礼会
種別・その他の事業

合計 110,000

予定と方法 12月
卒業生を送る会
種別・その他の事業

予　　　算 ＜支出の部＞ ＜収入の部＞
事業費 110,000
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事　業　名 各委員会との連携

予定と方法 その他

事　業　名 SDGｓの推進

予定と方法 その他

基金運用計画に基づく資金管理
予算立案に伴う業務
予算、決算及び各事業の変更に伴う業務
中間決算及び年度末決算
預り金の管理

目　　　的 厳正な財務管理、資産管理のもと、各委員会と連携し正確な組織運営を行う。

予定と方法 一般会計、基金会計、特別会計の管理

目　　　的 公益法人格の意義を深く理解し、正確な運営を行う。

予定と方法 公益法人格取得団体としての運営・手続

事　業　名 財務管理に関する事業

事　業　名 公益法人格制度に関する運営・手続

予定と方法 各事業記録の整理・保管
各事業写真の保管
議案書の保管
事業活動アルバム(DVD)の作成及び関連記事の整理

情報公開に関する管理
その他

事　業　名 情報管理のための事業

目　　　的 活動や運動の記録を管理することで、大垣青年会議所の歩みを次代へ繋げる。

予定と方法 基本資料の作成・会員名簿の作成
定款及び運営規則の管理

各事業及び各委員会の出欠席の管理
事務局の管理・運営
弔事に関する運営
定款・運営規則等の規程の精査・改正
メーリングリストの構築・管理

事　業　名 大垣青年会議所の運営全般に関する事業

目　　　的 会員が社会貢献を尽くし、力強い活動や運動に繋げられるよう正確かつ円滑な組織運営を
行う。

予定と方法 例会及び事業等の配布物準備

事　業　名 基本資料・定款及び会員名簿の作成と管理に関する事業

目　　　的 2021年度の大垣青年会議所の情報を資料として正確にまとめることで、円滑な活動の一助と
する。
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